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2 酪 農ヘルパーからの新規就農

(1) 社 団法人酪農ヘルパー全国協会調べ

酪農ヘルパーからの新規就農

(毎年実施している酪農ヘルパー実態調査に基づき各都道府県団体からの報告を基に作成)

(2)酪 農への新規就農   (北 海道農業開発公社調べ、現在は公益財団法人北海道農業公社)

(3)酪農における新規就農者の推移 (北海道庁調べ)

酪農における新規就農者の推移 (北海道庁調べ)

平成 5 6
，
′ 8

ｎ
） 10 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

計

全国 5 4 4
公
Ｕ 5 4 3 8 7 6 10 7 4 8 6

公
υ 9 8 110

北海道 5 4 4 5 3 4 3 6 4 4 8
公
υ 4 7 4 5 7 6 89

都府県 1 2 2 3 2 2 1 1 2 1 2 2 21

前の職業は問わない

S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 一万 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 計

計 5 5 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 9 8 12 12 151

新規 4 5 8 7 10 9 10 9 10 8 4 8 6 7 10 126

移転 1 2 3 1 1 2
会
υ 2 3 1 1 2 25

在地 4 5 2 1 1 13

平成(年) 10 12 13 14 15
食
Ｕ

，
′ 18 19 20 21 22 23 計

新規就農計 143 172 170 195 199 206 194 182 192 169 159 174 190 168 2513

新規学卒 95 106 108 110 110 119 ，
′
ｎ
υ 98 91 93 95 91 93 1427

Uターン 28 42 41 63 68 69 56 61 63 57 49 63 80 54 794

新規参入 20 24 21 22 21 公
Ｕ
つ
４ 19 14 31 21 17 16 19 21 292

新規参入うち

リース事業
9 12 14 12 13 13 12 12 10 9

７
′ 156

- 2 -



3 新 規就農 ・定着事例  I

「酪農ヘルパーから新規就農を実現」

中標津町  阿 知波 秀 晃氏 (32)愛 知県知多市出身

妻の阿知波 昌 代さん (34)千 葉県鎌ヶ谷市出身

家族は長女楓さん 2歳 と次女あかりさん 1歳 の 4人 家族

阿知波 秀 晃さんが北海道に来た理由は 「子供の頃から、生き物を飼 う事が好き

海道の大自然で暮らしてみたい事Jその事から北海道で酪農がやりたいとの漫然と

だった事Jそ して 「北

した夢がありました。

さて、北海道に来た目的は地元の高校を卒業後、南九州大学園芸学部農業経済学科へ進学し農業経済

を学んだ、夢の実現にむけて北海道の十勝管内上士1幌町にある猪狩牧場で実習を開始、平成 14年 4月

から15年 3月 までの 1年 間酪農の基礎を学びました。酪農家と1年 間生活を共にし、1年 の酪農経営

の流れを体験できた。

漫然とした夢から酪農をするなら北海道で自分の牧場を持ちたい。いろいろなタイプの牧場の作業を

しながら酪農の実際を見ることが出来る 「酪農ヘルパ
ーJと いう仕事を知った。牧場を持つなら、酷農

専業地帯の北海道中標津町を知る。中標津町の酪農ヘルパ
ー組織の (有)フ ァム ・エイに入社した。

(有)フ ァム ・エイに入社してから、多種多様な経営に対応する為の技術習得で必死、搾乳機器の取

扱い、 ト ラクタ
ーの操縦、疾病の対応等々、仕事 ・地域になれた頃に同じ職場で働く 「昌代さん」と出

合つた。牧場を持ちたいとの夢は昌代さんも共通の夢、新規就農は夫婦でないと出来ないと思つていた

ので実際に新規就農を決意したのは昌代さんと知合つてから、お互いに新規就農の夢があつたからこそ

頑張ろうと思つた。

就農の条件は酪農の経験があること、配偶者がいること、手持ち資金があることこの条件をクリアし

て就農の時期を考えていた。

中標津町農協より現牧場を紹介された。中標津町で酪農ヘルパ
ーとして活動していたことから、話は

進み、平成 19年 11月 に入植となつた。実際には公益財回法人北海道農業公社からのリ
ース事業(5

年間)で平成24年 3月 に買い取る。

搾乳室前でファム・エイ渡部社長と全国協会沼崎部長

阿知波 秀 晃さん 牧 場前で 牛舎内で

牧場風景
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酪農ヘルパー時代の事務所
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酪農ヘルパー時代のファム・エイ渡部社長と

今でも時々訪れては励まされている

搾乳機器等

行政、農協からの支援については、北海道からは就農支援資金150万 円、中標津町新規就農者対策

事業から300万 円、」A中 標津から公社営牧場リース料25%補 助 (3年間)の手厚い助成が得られた。

経営概況は施設として、牛合413,1平 方メー トル、育成舎 213,84平 方メー トル、その他農機

具庫、堆肥舎、住宅。草地面積は44ヘ クタール、採草地 30ヘ クタール、放牧地 14ヘ クタール。

搾字L機器はパイプラインユニット4台 、バルククーラー 3, 200リ ットル

主な作業機はトラクター 2台 、モアコン・テッダ ・レーキ ・ロールベーラー ・ラップマシン ・ブロー

ドキャスター ・ロールカジター

現在、乳牛頭数は45頭 、育成牛等 25頭 、年間生産量 330ト ン (平成 22年 度)、平均個体乳量 7,

5 0 0 k g 、

畿

Ⅲ熙
|■■

牛舎                       放 牧場

経営目標

放牧を主体とした経営 (放牧が可能な5月 ～ 11月 )、牛を長持ちさせる経営、長命連産を図るため、

牛に無理をさせない。

現役のヘルパーの仲間

放牧場
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新規就農・定着事例 Ⅱ
「夢を追い続けて、牧場を経営」 常呂■ll置戸町

竹内 進 氏 (46歳 )神 奈川県相模原市出身
妻 三 子さん 岡 山県出身

家族は長女 7歳 と長男 3歳

11円進氏 後 万はアフレス ト方式 6頭 立て   新 規就農までの経過を笑顔で話してくれました

中央は近所の日中真牧場主
竹内氏は相模原市の県立高校を卒業後、スーパーマーケットに就職し、ここでは4年 間勤務した。そ
の後、ワーキングホリディを利用しニュージーランドに 1年留学し帰国し、英語も少し上達したことも
あり、キャンプ座間の米軍基地内のスーパーマーケット等で働いていたが、英語力を身につけたいと再
びニユージーランドの上を踏んだ。ここでは日本語の教師として半年、オース トラリアで半年を過ごし
た。

再びニュージーランドの首都クライス トチャーチの英語学校に 1年研修中に羊牧場にファームスティ
し牧場に興味が出てきた。ニュージーランドでの2回 目の牧場実習での生活スタイルが牧場に本格的に
興味を持ったことが酪農に興味をしめしたことに繋がった。
帰国後、日本での農村生活への憧れが、子供の頃からの動4/m好きと相倹っていよいょ本格的に動き出
した。

意を決して、社団法人酪農ヘルパー全国協会の門をたたき、新規就農の第
一
歩として酪農ヘルパーと

して働くことからスター トした。酪農の技術を身につけるために酪農実習目的で北海道常呂郡置戸町の
谷水牧場で実習後、当時の 」A置 戸の井上課長の紹介で 2年 間の酪農ヘルパーを経験した。この頃、目
の病気を患い、やむなく酪農ヘルパー利用組合を退職し目の手術を受けた。
十勝の観光牧場に1年勤務後、酪農を目指す夢をかなえるために、そして生活の安定を目指すために
帯広の大樹町にあるサンエイ牧場に従業員として勤務、ここでは700頭 前後のメガファームで、上司
に恵まれ酪農技術等の指導を受けることが出来た。
この時期に、同じ牧場で働いていた三子さんと結婚し、長女はこの頃誕生した。三子さんは岡山県の
出身で農業、酪農は未経験であったが酪農に興味があって、ここで働ぃていた。
40歳 になって 「いょいよ新規就農地探し」を本格的に始動した。
最初は十勝で候補地を捜していたが、牧場等あきが捜せなかった。新規就農をあきらめきれず次に足
寄町で、町役場等にも足を運び候補地を捜したがやはり見つからなかった。
その後、過去お世話になった谷村牧場に相談、ア ドバイスを受け」Aき たみらい (旧JAお けと)を
訪ねた。この地は気心も知れて知合いも多く、ここで本格的に新規就農地を捜すこととなった。
牧場経営者の日中 真 氏や JAの 星賀畜産課長等に指導を受け、JAで 離農跡地を2～ 3軒 候補地とし
て紹介してくれた。全てを選定候補地として、協力者と相談し現在地の牧場にたどりついた。
現在地に家族と移住して、ここで長男が生まれ家族 4人 そして犬 1匹 、猫 2匹 の新規就農生活が本格

竹内牧場

竹内進氏 後 方はアブレス ト方式 6頭 立て



的に始動した。

生乳処理室                  バ ルククーラー

現在、搾乳牛 50頭 、育成牛 40頭 で乳量が搾乳牛 1頭 当り29kg、  1頭 当りの年間乳量 8, 70

0kg 放 牧主体が夢なのであまり乳量は追っていないとのこと。

牛舎はフリース トール牛舎 150平 方メー トル、その他アブレス ト方式 6頭 立て搾乳室、育成舎等、

草地は約 40ヘ クタールでの経営スタイル。

入植にあたり北海道農業公社のリース事業 5年 を利用し現在 3年 目。

入植後の5年後には買い戻し借入の償還はL資 金利用で最長 20年 予定。

フリースロール牛舎                     と それに続く放牧場

新規就農者、竹内進氏の新規就農までの経過

平成 20年

・ 平成 8年 に酪農実習でお世話になった置戸町酪農家谷水氏に新規就農を相談。
・ 」Aき たみらいに新規就農の志を文書にて相談、 JAの 担当者と相談がスタ

ー ト。
・ 7月 には就農地視祭で家族と置戸町を訪問。
・ 竹内氏は就農予定地を希望し、予定地の家主に譲渡の意向確認。

平成 21年

・ 1月 には置戸町、 」 Aき たみらいの合同会議で竹内氏の希望を対応協議し、3月 に本人と最終的な

意向を確認した上で決定することを置戸町、町農業委員会、 」 Aき たみらいが合意。
。 この間に北海道農業公社事業参加の意向確認
・ 本 人とも数回に亘り置戸町、町農業委員会、 」 Aき たみらい等集団構成員と面接、意思確認。
・ 3月 に 「置戸町新規就農者支援育成協議会」を発足。それぞれの支援の役割確認、基本的なスケジ

ュール決定、保証人の決定。
・ 4月 に家族と置戸町に転居し、同じ集団の大平牧場に実習生として従事。

・ 町内酪農家との交流も兼ね、「酪農ヘルパーJに も臨時で従事。

とそれに続く放牧場
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・ 牛の飼養管理技術、車地の管理、収穫等の実践的な営農技術を学ぶ。
。 この間、来年に向け事業計画を樹立。

平成 22年

・ 「 平成 22年 度強い農業づくり」予算内報、事業実施計画承認。
・ 就農後を考え、借受予定地にて牧草の収穫をする。
・ 既存牛舎等の改修工事開始。
。 10月 には長期実習を終え、新規就農を開始する (乳牛 13頭 を導入)。
・ 既存牛合の改修工事完了、乳牛 35頭 の導入。

新規就農前から相談に乗つてア ドバイスを

している近所の日中真牧場オーナー (右)

育成舎

牧草のバンカーサイロ 堆肥舎

現在のフリーストール牛舎、後方に放牧場竹内牧場の牛舎、現在は育成舎として利用




